
                                       

 

 

平成２１年７月１０日 

各  位 

会 社 名 ニッケ（日本毛織株式会社） 

代 表 者 名 取締役社長  降 井 利 光 

(コード番号 ３２０１ 東証･大証各第一部) 

本社所在地 大阪市中央区瓦町３丁目３番１０号 

問い合せ先 財 経 室 長  岡 本 雄 博 

(TEL. ０６－６２０５－６６３５) 

 

平成 21 年 11 月期第２四半期累計期間業績予想値との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 21年 3月 27 日に公表した平成 21年 11 月期（平成 20年 12 月 1日～平成 21年 11 月 30 日）

第2四半期累計期間業績予想値と本日公表の平成21年11月期第２四半期累計期間実績値について、

下記の通り差異が生じましたのでお知らせいたします。 

また、通期の業績予想について下記の通り修正しますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．連 結 

(1)平成 21年 11 月期第２四半期累計期間連結業績予想数値と実績との差異 

（平成20年 12 月１日～平成 21年 5月 31日） 

（金額単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

1株あたり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） ４２,０００ ３００ ２００ △１,６００ △１９.８４円

今 回 実 績（Ｂ） ４１,８７２ １,２７９ ９０６ △６２８ △７.８０円

増 減 額（Ｂ－Ａ） △１２７ ９７９ ７０６ ９７１ －

増 減 率（％） △０.３％ ３２６.４％ ３５３.２％ － －

（ご参考） 

前期第２四半期実績 
(平成 20 年 11 月期第２四半期) 

５１,１０１ ３,５７６ ３,４９７

 

２,１６４ ２６.２８円

 

(2)平成 21年 11 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 20年 12月１日～平成 21年 11 月 30 日） 

（金額単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

1株あたり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） ８５,０００ ２,０００ １,９００ ５００ ６.２０円

今回修正予想（Ｂ） ８４,０００ ２,６００ ２,３００ ５００ ６.２０円

増 減 額（Ｂ－Ａ） △１,０００ ６００ ４００ － －

増 減 率（％） △１.２％ ３０.０％ ２１.１％ － －

（ご参考） 

前期実績 
(平成 20 年 11 月期) 

１０１,６７４ ６,９８４ ６,９４５

 

４,０３５ ４９.２２円

 



 

 

２．個 別 

(1)平成 21年 11 月期第２四半期累計期間個別業績予想数値と実績との差異 

（平成20年 12 月１日～平成 21年 5月 31日） 

（金額単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

1株あたり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） １６,０００ ０ ３００ △１,４００ △１７.３６円

今 回 実 績（Ｂ） １６,５３７ ９５５ １,３２５ △５０１ △６.２２円

増 減 額（Ｂ－Ａ） ５３７ ９５５ １,０２５ ８９８ －

増 減 率（％） ３.４％ － ３４２.０％ － －

（ご参考） 

前期第２四半期実績 
(平成 20 年 11 月期第２四半期) 

２０,９４６ ２,５３３ ３,１０５

 

１,８７６ ２２.７９円

 

(2)平成 21年 11 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 20年 12月１日～平成 21年 11 月 30 日） 

（金額単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

1株あたり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） ３４,０００ １,１００ １,６００ ４００ ４.９６円

今回修正予想（Ｂ） ３４,０００ １,９００ ２,３００ １,３００ １６.１２円

増 減 額（Ｂ－Ａ）   － ８００ ７００ ９００ －

増 減 率（％） － ７２.７％ ４３.８％ ２２５.０％ －

（ご参考） 

前期実績 
(平成 20 年 11 月期) 

４１,８１９ ５,１８９ ６,１３６

 

３,３５５ ４０.９２円

 

３．差異及び修正の理由 

 第２四半期連結累計期間の連結業績は、グループ全体でのコスト削減への取組みと商業施設リニ

ューアルの設備投資に関わる費用の減少等により業績予想に比べ増益となりました。 

 通期連結業績予想では、売上高は衣料繊維事業及びエンジニアリング事業の回復遅れにより減少

する見通しです。利益面では前述の理由による増加要因はありますが、エンジニアリング事業再編

による費用の発生や繰延税金資産の取崩により、連結当期純利益は前回並の予想といたしました。 

 

以  上 


